
アート・イベントのお知らせ

木田金次郎美術館☎ 0135-63-2221

開館 20 周年　

木田金次郎　アトリエからの再発見

会期：開催中 3月 29 日（日）まで

きだび図書館「木田金次郎の本棚」

　会期：開催中 1月 18 日（日）まで

西村計雄記念美術館☎ 0135-72-2525

開館 15 周年記念展

「西村計雄美術館　15 年のあゆみ」

　会期：開催中 2月 22 日（日）まで

有島記念館☎ 0135-44-3245

「荒川好夫写真展『北海道　冬』

～蒸気機関車Ｃ 62 栄光の記録～」

　会期：開催中 2月 22 日（日）まで

海と山と田園と －ミュージアムロード情報－

開館時間は 9時～ 17 時

（入館は 16 時 30 分）

1月の休館日

1～ 3,6,13 ～ 16,20,27 日

展覧会のお知らせ

　新年明けましておめでとうございます。今年も美術館は小川原

脩作品の変わらぬ魅力、そして新たな発見をお伝えしていきます。

どうぞ、足をお運びください。
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常設展示

企画展示

常設展示

「小川原脩記念美術館開館 15 周年記念　自伝風な展覧会―私の歩

いてきた道」

　本年度の新収蔵品『群れ』（1977 年）の他、小川原脩の画業を

代表作で辿る展覧会です。

　会期：4月 20 日（月）まで

企画展示

「渡辺洋一写真展―後方羊蹄山を滑る」

　倶知安を拠点に創作活動を行っている写真家・渡辺洋一さんの、

後方羊蹄山（しりべしやま：羊蹄山の旧名）でのスキー登山・滑

走をテーマとした作品を紹介します。

　会期：1月 12 日（月・祝）まで

「想像する展覧会　不思議・ふしぎ・この絵なんだろう？」

　一見何を描いているか分からない、けれども何か気になる…そ

のような作品を集めました。

　会期：1月 17 日（土）～ 2月 16 日（月）

アート・イベントのお知らせ

土曜サロン

　1月 24 日（土）「印象派への旅（1）～パリを巡りて～」

　2月 7 日（土）「印象派への旅（2）～パリからジヴェルニーへ～」

いずれも

　時間：14 時～ 15 時　講師：柴勤（当館館長）　

　会場：当館映像ルーム（聴講無料）

ミュージアム通信
小川原脩記念美術館
☎ 21-4141　FAX 21-4142

URL www.town.kutchan.hokkaido.jp/
culture-sports/ogawara-museum/

倶知安風土館
☎ 22-6631　FAX 22-6632

URL www.town.kutchan.hokkaido.jp/
culture-sports/kucchan-huudokan/

　石川啄木以来、倶知安はいくつかの著名な文学作品に登

場してきました。文学に表れた倶知安について実際の掲載

作品をあげ、解説をしてもらいます。2回の連続講座です。

■演題／倶知安と文学

■講師／新谷　保人さん（京極町湧学館　副館長）

■日時と内容／

1回目：1月 17 日（土）15 時～ 16 時 30 分

倶知安駅：石川啄木、有島武郎、林芙美子

2回目：2月 14 日（土）15 時～ 16 時 30 分

脇方鉱山と胆振線：大町桂月、沼田流人、小林多喜二、大

森光章

■受講料／ 2回とも無料。

風土館講座「倶知安と文学」



―羊蹄山の着ている服―

382 回

　縁起のよい初夢の第一は富士山。ならば、新春の記

事は蝦夷富士“羊蹄山”について嬉しい話題を記そう。　

　昨年の秋、環境省が羊蹄山の植生図を公開した。こ

れで同山の植物調査を大きく進めることができる。

　植生とはその場所に生えている植物の状態を指し、

それを図示したのが植生図である。生えている植物の

状態が区分・色分けして図示されているので、羊蹄山

の着ている服の柄が示されているとも言える。

　植物調査の第一歩はその地域に生えている植物のリ

スト作りである。羊蹄山では風土館が平成 12 年に調

査を行った際に 400 種を超える植物が採集され、その

証拠となる全ての標本が保管されている。全国ほとん

どの地域ではリストすらなく、あってもその証拠が残

されていない例が多いことを考慮すると、これは画期

的なことである。まだリスト作りの段階に過ぎないと

いえばそのとおりだが、そこに植生図の公開で、羊蹄

山のどこにどのような植物が生えているのかが明らか

にされた。

　植生は温度や水分、積雪深、土質さらには人の営み

で左右される。だから植生図から、例えば開拓の影響

などを読み取ることや、将来に残すべき貴重な場所を、

理由を明らかにした上で示すことも可能になる。

　植生図が手に入った今、過去を把握し、将来に向け

て次の段階に進むことができるようになった。今年は

躍進の年になりそうである。

『ティクセゴンパの羊』

1984 年　小川原　脩　画

　ティクセゴンパとは、インド北部のヒマラヤとカラ

コルムの両山脈に囲まれた山岳地帯でチベット文化が

色濃く残る地域・ラダックの町ティクセにある、800

年の歴史を持つチベット仏教の寺院（ゴンパ）である。

1983 年、小川原脩はこの土地を旅し、その空と、ゴ

ンパと、大地の色彩のコントラストを目に焼き付けて

きたようだ。

　天空を目がけてひとつひとつ積み上げたかのような

寺院建築の姿。陽を受けた壁は、様々な色を散りばめ

るように絵具がのせられ、真珠のように白い輝きを見

せている。手前に配された羊には、硬質な角、柔らか

な毛並みといった手触りまでも感じられる。こちらに

投げかけられたその視線は優しい。

　小川原が描いた動物は、馬・犬・大白鳥がその大半

を占める。チベットの情景を描いた作品にはヤクや牛

も描かれているが、 この 1点にだけ、羊を登場させて

いる。
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ミュージアム通信


